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英語コミュニケーション学

科学科長 
委員会 

短大運営委員会・連合運営協議会 

内部質保証委員会 

図書館運営委員会 

研究倫理審査委員会 

担 当 科 目 

日英語比較Ⅰ、日英語比較Ⅱ 

英語専門演習 

卒業研究 

日本語表現Ⅰ／A、日本語表現Ⅱ／B 

Communication SkillsⅥ（Screen） 

English in Action Ⅱ 

教科書・教材・教

育方法の実践例 

1. オンラインツール授業内調査と集計による即時フィードバック 

2. 図書館での演習授業による自律的学修の動機付け 

3. 多言語標示の学外調査 
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所属学会 

1. 日本認知言語学会  

2. 日本英語学会 

3. 日本語学会 

4. 日本語用論学会  

5. 関西言語学会 

6. 日本言語学会 

7. 社会言語科学会 

 


